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2.4.4理論モデルによるシミュレー ション(ガ ス温 度 )
2.4.5RUNlの改造
2.4.6RUN2の 改 造
2.4.7炉 形 状 変 更 に よる燃 焼 室 出 LjCO の 改 善 効 果
2.4.8 CO の 経 時 変 化 (高 負 荷 運 転 時 )
2.4.9 CO の 頻 度 分 布 (高 負 荷 運 転 時 )
2.4.10 ボ イラ蒸 発 量 頻 度 分 布 (高 負 荷 運 転 時 )
2,4.ll 02濃 度 の 頻 度 分 布 (高 負 荷 運 転 時 )
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5.3.2中間処 理 施 設 の 処 理 フ ロー
5.3.3焼 却 ご み 質 の 変 動
5.3.4 コ ス ト
5.3.5 必 要 敷 地 面 積
5.3.6 エ ネ ル ギ ー 消 費 量
5.3.7 CO2排 出 量





























































4.4.5実炉ボイラ部でのダイオ キ シン類 増 加 量 (起 動 時 ､RUN2-2)
4.4.6加熱実験結果 によるダ イオ キシ ン類 推 定 発 生 量
5.2.1容リ法適 用 前 後 の発 熱 量 平均 値 の変 化
5.2.2容 リ法 適 用 前 後 の発 熱 量 中 央 値 お よび 信 頼 区 間の変 化
5.2.3 容 リ法 適 用 後の発 熱 量 変 化 に 対 す る試 算 条 件 お よび 結 果
5.3.1 日-IW M のごみ 分 類
5.3.2 ごみ 質 ･性 状
5.3.3 各 シ ナ リオの中 間 処 理 方 法







































































仏日-.した 同相 こ礎姫物の椛も馴 】し､埋立地の地迫と柏圭って､自治作の髄索桝 r政が焼却抜きではr,i
り立た/八･ことになった.
昭和38q三(1963fl二)からl‖PF,i省上菅で.邦 一次JL析見境施設整備 hカ年-古畑 が始まると､両校の杓の
ごとく焼却炉が旭殺され､仝Iq3000の自治肘 二 一時は2000筒所以 卜の焼却炉がfl:在するという1Ll糾 こも
附 亡煉B]大国ができl-がったのである｡図 日2に蚊LPが散の変遷を示す.'-
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図 1.1.7ごみ焼却炉における温度と腐食の関係
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1) 購入茂 :ごみの百年史､処理技術の移り変わり､学芸書林 (1987)
2) 田口勝久､田口異 :公衆衛生における下水道の重要性､下水道協会誌､vol.32,No.387,pp.4-7(1997)
3) 福永勲 :ごみ焼却の公衆衛生に果たしてきた役割､環境技術､vol.27,No.3,pp.170-174(1998)




7) 庄司元 :三位 ･体改革と廃棄物処理施設整備､廃棄物学会誌､Vol.16,No.6,pp.9-15(2006)
8) 資源エネルギー庁 :新エネルギーの導入拡大について､平成 16年3月 (2004)
9) 日本環境衛生施設工業会 :廃棄物処理における温暖化対策ハンドブック (2005)
10)経済産業省ほか :地球温暖化対策推進大綱､平成 14年3月 (2002)
ll)志垣正信 :廃棄物の焼却技術 改訂 3版､pp.24､オーム社 (2000)







17)志垣 正信 1.廃棄物の焼却技術 改訂 3版､pp.66､オーム社 (2000)
18)タクマ環境技術研究会編 :ごみ焼却技術絵とき基本用語､pp.197､オーム社 (2003)
19)平岡冊数 岡島重伸編著 :廃棄物処理におけるダイオキシン額削減対策の手引き､環境新聞社 (1998)






23)朝 日新聞朝刊 1983年 10月19日
24)厚生省 :ダイオキシン類発生防止等ガイドライン (1990)
25)厚生省 :ごみ処理に係るダイオキシン類発生防止等ガイドライン (1997)



























































異性体 wHO-TEF htemational Eadon-TEF
(塩素置換位置) (1998) TEF(1988) (1985)
PCDDs T4CDD 2.3.7,8- 1 1 1
P5CDD 1.2.3.7.8- 1 0,5 1
1,2,3.4.7.8- 0.1 0.1 0.033
H6 l,2,36,7.8- 0.1 0.1 0.033
1.2.3,7.8.9- 0.1 0.1 0.033
H7CDD 1.2.3.4,6.7.8- 0.01 0.01 0
08CDD l,2,3,4.6,7.8.9- 0.0001 0.001 0
PCDFs T4CDF 2.3.7,8- 0,1 0.1 0.33
1.2,37.8- 0.05 0.05 0_33
P5CDF
2.3.4.7,8- 0.5 0.5 0.33
1,2.3.4,7.8- 0.l O.1 0.Ol1
H6 123.6.7.8- . 011
1,2,3,T8.9- 0.1 0.1 0.011
2.3.4.6.7.8- 0.1 0.1 0.011
H7CDF 1.2.3,4.6.T8- 0.01 0.01 0
1.2.3,4,TB.9- 0.01 0.01 0



























































































RUNNo. EP入口ガス温度 CO濃度 HCl漉度
(oC) (ppm) (ppm)
1 200 4.8 35 (Low)
2 200 10.6 138 (Mid)
3 200 7.7 217 (High)
4 240 3.3 93 (Low)
5 240 4.1 177 (Mid)
6 240 6.4 289 (Hidl)
7 300 2.9 88 (Low)
8 300 4.3 169 (Mid)





















排ガス試料は図 2.2.1中の(Dおよび② に示す EP 入 nおよび出 口より採取したOガス中の
pcDDs/PCDFs分析用試料の採取方法は図 2.2.2に示す装置で行ったoサンプリングは等速吸引とし､総
吸引量は 1試料あたり2-3m3､であったO ガス中の酸素､coなどに加え､tlClの濃度も連続分析計により











































掛 ､場合に 1000nglTl､以 t.あったt)のがCO浜IRを
Fげた運転射 'トでは 801鳩/mJh･程度となった,さらに
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L{[レベル旺中暮 旺申7E旺中暮 暮 HClレベル旺中A 性 中 1 性 中 事 it
ガス1正20℃ 210●亡 3001: 30℃ ガスAL 200℃ 210℃ 30℃ 300℃
COレベル 化 は 旺 暮 COレJ<ル Cl 他 姓 f
図 226EP入口ガス中のPCDDs/PCDFs
IEP■ 牡中■t HCIL'ぺ^･tlP暮t中Jl t中 書 1
2●〇七 一〇℃ 30℃ ガスJJI zoot 2■Ot 3qt 30℃















図 2.2.7に示すようにガス温度が 300℃の場合には傾向が現れているが､240℃以 Fでは顕著ではないL,
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図 2211EPまわりのPCDDs/PCDFs収支
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空軍 襟 で 隼 .





･ Qlマおよび1肝 によりPCl)l)SおよびPCDドSを90%以 卜除去し,IOng-′Tr=Q/mlN以 Fに低減できる｡
･glE ト5 T
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粒 度
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細 孔 表 面 積
細 孔 容 積
原 料
乾 燥 減 量
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ヨ ウ 素 吸 着 量
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が残っているため､酸素濃度や 温度 条件 (特 に 300℃ 付近)によっては､飛灰の触媒作用により
PCt)Ds/'pCl)ドSが/L成することが分かっている ∵1-リしたがって､この QC 前後における濃度の増加は､QC
内において PCDt)S/PCI)ドSの 二次/1:_成温度域である 300℃付近を通過していることに原因があると考えら
れる｡
図 2.3.11に BF 人目ガス温度と PCDDs/PCDFs濃度の関係を示す,)除去率だけでなく､Bド出Hの
pC[)L)Sパ'Cl)Fs濃度についても温度に対する和関が見られ､温度低 卜に伴い濃度が減少し､ばらつきも′ト
表 2.3.5施設2Cの PCDDs/PCDFs､および coデータ
RUNNo. 条件 BF入口ガス温度 BF出口co濃度 BF出口02漉度 PCDDs/PCDFs
濃度 除去率
QC入口 BF入口 BF出口 QC入口BF出 BF入口出
Oc ppm % ng-TEQ(IntemationaI)/m3N %
1 活性炭吹込 218 81 13.5 21.19 29.82 7.14 66.3 76.1
2 220 45 13.2 6,71 9.60 2.36 64.8 75_4
3 220 91 13.5 14.22 22.28 2.ー9 84.6 90,2
4 220 162 13.6 7.36 12.7284 1.29 82.5 89.956
5 活性炭吹込 221 169 13.1 9.20 0.89 90.3
6 19 0 1 25 2 32
7 活性炭吹込 190 70 13.0 12.50 14.70 0.69 94.5 95.3
8 190 111 13,5 17.29 16.6089 0.28 98.4 98,33.2
9 活性炭吹込 190 86 13.4 10.77 0.43 96,0
10 9 4.1 985 1 36
ll 190 87 13.6 30.6352 28.37 1.53 95.01 94,6
12 190 195 13.0 12.55 0.89 92.9
13 6 63 2 101 047 7.8
14 162 86 13.5 8.89 ll.19 0.33 96.3 97.1
15 61 99 526 7.15 19 .4 97.3
※ ばいじん量 BF入口.30-6.0g/m3N(dry)､BF出口 0.005g/m3N(dry)
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以下f_n,嘘 にとどまっていた｡そこで次に､CO洩度が比較的低く安定していた施設 2F)での湘矧 こついて述
べる｡
? ? ? ? ? ?
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150 160 110 lBO 190202107之0230 001
tF入13ガスiLZL【℃】
包 23日 BF入口ガス温度と 図 23128F前後におけるPCDD,/PCDFs,3度(BF入
PCDDS/PCDFs,1度の関係 Ej180-200oC)
表 236施設2DのPCDDs/PCDFs､およびCOデータ
RUNNO. 条件 8F入口ガス忌fE BF出口CO三I丘 eF出口0.浪BE PCDD8/PCDFsJ叶 件去年BF入口 8F出Jj
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RUNNo. 条件 BF入口ガス温度 水銀港皮 除去率BF入口 】 BF出口
oc mg/m3N(dry) %
1 活性炭吹込 218 0.118 0.099 16.1
2' 220 0.236 0.120 49.2
3 220 0.161 0.128 20.5
4 220 0.073 0.015 79.5
5 190 0.131 0.100 23.7
6■ 190 0.353 0.089 74.8
7◆ 190 0.278 0.183 34.2
8` 190 2.040 0.031 98.5
9■ 160 3.240 0.973 70.0
lot 160 1.410 0.397 71.8
ll 160 0.163 0.060 63.2
2 160 076 01 98_7
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活性炭を吹き込んだ結果､図 2.3.14において 220℃では約 80%の除去率であったが､190℃以 下では
98%以上の高い除去率を示したし､このことから､BF:入日水銀濃度がたとえ2.0mg/m上dryという高濃度であ




















































































法を･'二甲T/= 巽r･1.Ltハ7=′7を削 ､て水部 竜もJh,こ1,.Jこを貰モし､ぺ1上F,-,I:)'7,′ミrlJl.;三爪を観察
TJ =r年号J:7)=2㌢;およ-J 淡ー雪'^'LT)Tiこき.J～1'立正を左だ十ること.こよって符 20卦1J)'R崇をJった.?果､
5 '..▲ ~次空気を挿入すること.二よって最'･_甥岸か取_(fくるこ=1;碇賀された
2)実プラントにおける燃焼改善のための改連内容
Jn.モ15僻 仁`プログラム((卑 ソフトウニ7クレ/トル知.STRl三川 を恥 ､て炉内の祭と薙ガスI弓Tl,のシミュレ

























































図 2.4.6 RUN2の 改 造
表 2.4 .2 二次ノズル位置の検討結果(RUNl改 造 後 )
二次ノズル ボイラ蒸 発量 燃焼室ガス温度 濃度-
入口〔GTⅠ] バーナ側[GTA] ホッパ側[GTB] EP入口CO EP入口0､ EP出口NO
位置 t/h oc ℃ oc ppm 2､鶴 XPPm
通常負荷運転 Aのみ 16.3 882 706 513 18 ;12.2㌦ 136B 80 ､20 610 701 89 謙一7 08
A+B 17.2. 880 691 522 23 =…5 105
高負荷運転 Aのみ 22.1 956 782 556 18 ･､.9.8 :114B 4 899 6 83 56 ら5 9
ー 38-
表 2.4.3焼却炉運転結果
ボイラ蒸発量 燃焼室ガス温度 漉度入口 バーナ側 ホッパ側 EP入口 EP入口 EP出口
[GTl] 【GTA] [GTB] CO 02 NOX
t/h oc oc oc ppm % ppm
通常負荷運転 RUNO 17.5 824 595 751 99 ll.7 1161 2 80 61 522 23 5 05
RUN2 16.8 901 18 12 95
高負荷運転 RUNO 21.5 829 624 796 173 10.5 871 26 900 791 567 2 96 10














































































l器 中土 :芸 :J









負 荷 運 転 時 に RL,'NO で
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紳i一q壬 10% 平均 96%斗4[差08% 平均 109%稚斗4圭 05%























































































施設 2F(改造後) 施設2G 施設2H 施設21 施設2J
炉形式 准連続式 全連続式 全連続式 全連続式 全連続式
(16h/日運転) (24h/日運転) (24h/日運転) (24h/日運転) (24h/日運転)
燃焼ガス冷却方式 水噴射式 水噴射式 水噴射式 廃熱ボイラ式 廃熱ボイラ式
炉規模 65t/日 120し/日 120t/a 55t/日 300t/日
ごみ低位発熱量(kcaレkg)ガス温度(Oc)サンプリング点① 2.100-2.400 2,100-2.200 2.200-2.300 2,300-2.400 2.200.-2.400340 467 418 291 314
サンプリング点② 300 276 209 253 236
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8) 厚生省 :ダイオキシン類発生防｣J二等ガイドライン (1990)

























22)R.Takeshita,Y.Akimoto,S.Nito,M.Nishigak2',M.Kawashima : Relationship between formation or
PCDl)S/DFsandcontrolorCOandHCHevelsinHuegasandgastemperatureinmunicipalwasteincinerator,
Dioxin'90 (1990)
23)財団法人廃棄物研究財団 :廃棄物処理におけるダイオキシン類 標 準 測 定 分析マニュアル (1991)
24)岡島重伸 :ごみ焼却処理におけるダイオキシン類の制御 に関す る研 究 ､環 境 衛 生 L学研究第8巻第 1号
pp.32-39(1994)






























































































オキシン方tの測定は廃寮物処甥におけるダイオキシン瓶標可醐促 分析マニュアル(平成 9年 2月､旧J平生
祈)7'に il転拠した｡見境大/ilTlの分析は布'#火気γ与牲物矧1促 方法マニュアル(平成9年 】0月､旧先晩庁)8'




































湿り排ガス量 立上時 57.600m3N′h定常 8875 /下 481 rn 1号 40.700m3N/h2 345
(測定時) 3号 41,000m3N/h%lt 12515 T1
乾き排ガス量 立上時 52.600m3N′h定常 6996 /下 48 1号 36.650m3N/h2 900
(測定時) 3号 37,450n13N/h合計 112.3 m
排ガス温度 242OC 162℃
PCDDs/ 漉度 立上時 2,13FLg/m3 1号 2.13×10J3lJg/m3
定常時 3.44Lg/m3 2号 1.04×10~3Ilg/m3
立下時 2.56lJg/m3 3号 1.75xlO~3Jg/m3
ガス状:粒子状'1 2.6 : 97.4 84.5 15.5定常 169 8 1 2 7 83
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Q･(,tJ,-Qo.exp‡諸㌢捨 ex十 穎 +･‡ (21｡
降水沈着流束
W(x,y)-wd･W,-VdC(x,y,0)弓 A c(I,y,I)dz (212)O























































































を導く大気安定度として､地 ヒ気象から算定された安定度よりも ･定程度申出 こシフトした安定度を基本と
したL,拡散-ラメー タとしては､｢窒素酸化物総 量規制マニュアル｣1ご-記載の PasquilトGifrord図および｢無
風･弱風時に係わる拡散ハラメー タ｣を使用したL､
計算は気象観測データの頻度より1時間毎の定常状態として行い､環境濃度測定期間(大気:約 1日間､







旧施設にお けるダイオキシン類測 定結果では､排 ガス中濃度が 120ng-TEQ/mi､､焼却灰 中濃度
0.0065ng-TEQ/g､飛灰中濃度 24ng-TEQ/gであった｡これらの数値と当日のごみ処理畳､焼却灰､焼却飛
灰の排出量から推算した施設からのダイオキシン類総排出,量は約 120mg-TEQ/day､ごみ1トンあたりでは
約 1,300/上g-TEQであった｡またその内訳は､排ガスからの排出が約 50%､飛灰約 50%､焼却灰 0,1%未
満であり､施設からのダイオキシン類の排出のほとんどが排ガスおよび焼却飛灰に伴うものであった｡
一方､新施設におけるダイオキシン類測定結果では､排ガス中濃度が 0.0010-0.019ng-TEQ/m二iN(3炉




紘設運伝咲 ごみ処理量と運転時間 排出源調査時 90t/10h 240t/24h
環境大気調査時 138t/12hおよび90 0 457t/48h
降下ばいじん調査時 2.862t/22日 5.104t/31日
排出源デー タ 排ガス量(乾き) 65月60m3N/h.4炉 37.450m3N/h.炉 ◆ー況 焼却灰 ◆2 9.40kg/8 22,0 kg白 3炉
飛灰量事2 2.40kg/日.4炉 7.000kg/日.3炉
ダ 排ガス ダイオキシン類 120 0.012◆1
イ (02=12%換算値) PCDDs/PCDFs 110 0,012'1
オキ (単位:ng-TEQ(WHO)/m3N) DL-PCBs 3.8 0.0000067*ー焼却灰 ダイオキシン類 0.0065 0.0027+1
シ (単位二ngイEO(WHO)/め PCDDs/PCDFs 0.0060 0.0027'1
ン類 DL-PCBs 0.00046 0.00000029'1

































































































































述 の t二頓 と同 様 に 見 ると､91-
67Pg-1E:Q/g(煙い1'○)- 10-

































































対象期間 測定地点 大気中濃度(pg/m3) 降下量(ng/m2/day)
実測値 予測値 実測値 予測値
50m 29 3.5 110 100
東 1km 22 27 5.3 9.7
東2km 12 12 29 8.1
施投更新前 喜言霊 6 4.7 2.3 4.712 2,8 1 98
西 2km 12 2.1 11 9.0
西 5km 9.4 0.57 2.9 3.9
西 10km 3.5 0.18 1.4 2_0
50m 6.3 0.0098 1.6 0.036
兼 1km 11 0.0059 1.7 0.0032
東 2km 7.8 0.0092 1.6 0.0030
- 更新後 霊 言霊 8.2 0.0056 1.3 0.002941 9 6 18
西2km 3.4 0.0046 1.2 0.0012










等の比較 1北山'=.-N､TEQ寄与率の比較 m)および主成分分析などの統計的手法 1枇 1)洲27)洲などを用いている,
これらの結果にもとづき､焼却施設からの排出の周辺環境への寄与が少ないと推測されることL')n):.-')ulH27)､あ
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(2000)





9) 環境庁 :ダイオキシン類に係る土壌調査暫定マニュアル､平成 10年 1月





13)環境庁大気保全局人気規制課監修 :浮遊粒~珊ミ物質汚染 円則マニュアル､pp.188-227､1997年 12月
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29)Fl.C.Gass,＼1.＼u)kenand K.Luder : Opt)'miz,ation()ドstart-upprocedure inamunicip(-lwaste
incinerat()r-impilL･t()ntheemission()rdioxinHlndrelとItedc()mp()unds,OrganohalogenCompounds,Vol.63,
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両施設とも起動時2条件 (RUNl-2)､定常運転時5条件 (RLIN3-7)､停止時2条件 (RUN8-9)の調査
を行ったO 施設 4A の停止時についてはさらに埋火運転(停止時に火格子 Lにごみを残しておき翌朝の火
種とする運転方法)した場合の調査も行った(RUN10-ll)o以降の記述では､たとえば施設4AのRUN2に





















RL'N-A5: 二次空気挿入､AH入日ガス温度設定 330℃､EP入口ガス温度設定 250℃
RL7N-八61. 二次空気挿入､AH入日ガス温度設定 370℃､EP入日ガス温度設定 250℃
























RUN CO濃度 02濃度 PCDDs/PCDFs濃度 運転時間ppm(乾きガス) %(乾きガス) ng-TEQ(1ntemational)/m3N(乾きガス) mln
EP/BF出口 EP/BF出口 EP/BF入口 EP/BF出口 -
RUN-A1 255 16.8 176 344 75
RUN-A2 134 16.5 123 130 50
RUN-B1 97 17.2 29 4.2 47




















oc ppm(乾きガス､02=12%) % ng/m3N
AH 減温塔 EP/BF EP/BF EP/BF AH EP/BF EP/BF AH EP/BF
入口 入口 入口 出口 出口 入口 入口 出口 入口 入口
389 - 253 208 16.4 - - - 45 82
404 -■ 253 359 14.9 l- - -. 7.1 ll
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RUN coiLdEpp∩ヽ(たきガス) OziILE%(乾きガス) 荘 BWIl
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18
経過時間(h)
[二重 □ L慧㌢ ログラム
過熊器付着物･8F.脱恥 くイパス運転 .ごみ投入叩始誘引通見様運転 RUN2-3
･灰出し系運転･ストー カ運転
/ 上 BF遺ガス恵 T:U: ;鵬
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TeCDDs PeCDDs HxCDDs HpCDDS OCDD TeCDFs PeCDFs HよCDFs HpCDFs OCDF
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RUN RUN RUN RUN FIUN RUN





























RUN 時間 煙突排ガス量 ダイオキシン類漉度(煙突) ダイオキシン類排出量
mln m3N/h ng-TEQ(WHO)/m3N 〟rTEQ(WHO)
起動時 1 RUN1-1 127 6300 2.7 36
RUN1-2 170 13.600 18 709
RUN1-3 122 21.100 1.3 56
RUN1-4 77 51,600 0.68 45
RUN1-5 240 80.100 0.17 54
RUN1合計 736 - - 900
起動時2 RUN2-1 303 8.800 3.1 138
RUN2-2 412 16,700 0,38 44
RUN2-3 295 66.200 0.16 52
RUN2合計 1.010 - - 234
定常時 RUN3 240 87.000 0.0066 2.3
停止時 RUN4-1 125 33.800 0.036 2.5
RUN4-2-1 285 500 20 49(※3.5)
RUN4-2-2 1,150 100 1.5 2.8
※通常発生しないBFバイパスを無視し､RUN4-212と同じダイオキシン類濃度を用いて算出した.
表 4.3.5総排出量に対する非定常時の寄与
排出量 起動停止回数年間運転日 年間排出量 寄与率
起動時 234FLg-TEQ(WHO)/回 3回/年 700〟rTEO(WHO)/年 15%
定常時 2.3Jj㌻TEO(WHO)/4h 280日/午 3.900〟㌻TEO(WHO)/午 85%
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RLJN RUPJ RUN FIUN RUN RUN






































ToCDD暮 PeCDDt HxCODs HpCDD+ OCOD TcCEf■ PeCOFI H■CDF■ HpCTYs OCDF
囲 443ダストのPCDDs/PCDFs同族体分布
これまで､雌じん器で捕処された飛灰のJAl勲IR一族にF判しては多くの報告があり.合成にFrlしてはJK灰中
















過熱器部 エコノマイザ部 過熱器付着ダスト エコノマイザ付着ダスト
RUN1-3 260.-375oC 185-305oC 235-370oC 155-260oC











図 4.4.4に実験装置概略フロー､表 4.4.3および表 4.4.4に実験条件を示すC
まず､電気炉 2に試料を乗せたサンプルベッドを設置し､所定のガス流量(0･}15%､Nご85%)を流したo同
時に所定の温度になるように電気炉 1および電気炉 2で昇温を開始した｡電気炉 2の後段に設けたガラス
製の分岐管から全流量のうち4Uminをポンプで吸引し､これをトルエントラップに通して排ガスサンプルとし
止して手動で速やかに行った｡捕集液は遮光して保管した後､前処理および分析を行った｡また､ 一連の










拭料 ガスdT D123 加触豊丘常急-250○C250 30℃30 加熱時rbl )

























































原灰 排ガス(250℃) 排ガス(300℃) 排ガス(350℃) 排ガス(合計) 残留物
図 4.4.5加熱時ダイオキシン類発生量(過熱器ダスト)









































草野min 排ガス量 ダイオキシン類濃度 ダイオキシン類量m3N/h ng-TEQ(WHO)/m3N 〃rTEQ(WHO)
炉ttiEj 412 16,700 17 1.900
ボイラ出口 28 3.200
表 4.4.6加熱実験結果によるダイオキシン類推定発生量
ダイオキシン類 伝熱面積 推定ダスト 推定ダスト比 ダスト量 ダイオキシン類
発生量 厚み 重 発生量
ng-TEQ(WHO)/g m2 mm ton/m3 ton 〃㌻TEQ(WHO)
過熱器ダスト 0.96 1390# 3 03 125 1.200




























1) 環境省 : 日本の廃棄物処理 平成 10年度版 (2001)
2) 日orstC.Gass,＼′lichaelWilken,KarlLtideJ-:Ol)TlL′tl7.^TION OFSTART-LTPPROCEl)しRl二l＼.･＼
ML'NICIPALWASTE lNCI＼ERAT10＼lMPlCT ON l1-ltlIEMISSIO＼ OF DtOXINS▲1Nr)REL,八rl1日)
COMPOL＼Ds,OrganohalogenC()mpounds,Vol.63,pp.25-28(2003)











8) ll.Tejima,Y.Karatsu,M,Kawashima,S.Sakai,T.Honda : REDUCTION OF L)IOXIN EMISSIO＼ 0N
STARTLTPA＼DSHL1TDOWNATBATCトトOPERATIONALMSWINCINERATtONPLANT,Chemosphere,
Voi.27,Nosl-3,pp.263-269(1993)


















18) 石橋憲明､岡島重伸､吉原福全､西脇 一宇､平岡正勝 :廃棄物焼却排ガス冷却過程におけるダイオキシ
- 94 -
ン類の生成､廃棄物学会論文誌､Vo1.14､Nn.1､pp.17-26(2003)






































































適用前 適用後 差kJ/kg 増減率% 適用前 適用後
A工場 9.499 10,313 813 十8.6 2.629 1,354
B工場 9.666 10.042 376 十3.9 2.708 1.375
C工場 9.636 10.025 389 +4.0 2.646 1.366













































































適用前 適用後 塞kJ/kg 増減率% 適用前※ 適用後※
A工場 9.487 10.290 802 十8.5 8.250-10,750(2.500) 9.250-ll,500(2.250)
B工場 9.642 9.958 316 +3,3 8.50～10,750(2.250) 9.000-ll.500(2.500)
Cエ 9.667 9,984 317 十3.3 8.250-ll.000(2.750) 8.500-ll,500(3.000)
D工場 10.032 10.358 326 +3▲3 8,750-ll.500(2.750) 8,500-ll.750(3.250)
E工場 8.474 9.476 1.001 +ll.8 6.750-10.250(3,500) 8.500-10.500(2.000)
※()内は区間の巾
表 5.2.3容リ法適用後の発熱量変化に対する試算条件および結果
拭寡 項目 単位 条件値
ごみ低位発熱量 (容リ法適用前) kJ/kg 9.500
湿基準低位発熱量 (pETボトル) kJ/kg 21.700
粂 (ビン.缶) kJ/kg -100
件 ごみ中湿重量比 (PETボトル) % 0.64
(ビン.缶) % 4.90
吉武 分別率% 発熱量kJ/kg 増減kJ/kg
PET )ビン.缶
容リ法適用前
l分別なし E ol ol 9.500l
容リ法適用後
①分別率同等 20 20 9.579 795 5 702 202
算 (PET-ビン.缶) 80 80 9,828 328
結果 100 100 9.915 415
②ビン.缶分別率良好(pET<ビン.缶) 20 50 9.725 225
50 80 9.852 352
20 80 9.876 376
100 9.995 495
③pET分別率良好 80 50 9,678 1785 2 .556 56






















































































C H N 0 Cl
%wt %wt %wt %wt %wt
表 1の分類
との対応
無色 2.048 0.0 0.0 0.0 0.0.0 0.0 95.7 4.3 -107 0.40 No19-20ガラス 茶 1282 0
その他 520 0.0 0.0.0,0 0.0 0.0 95.7 4.3 -107 0.40
容 金属 スチール缶器 アルミ缶家 豊 吉三言 ;EI芸.:ル庭 1.408 0.0 0.0 0.0 0.0.0 0.0 95.0 5.0 -126 0.16 No15
670 0.0 0,0 0.0.0.0.0 95.0 5.0 -126 0.09 No16
1.103 86.2 69.2 12.0 0,6 4.4 0.8.7 5.0 37.294 0.09 No10
8.345 64.8 50.3 8.7 0.4 3.2 2.2 4.1 31.0 26.389 0.12 No1卜13
至 段ボ-ル 2,860 74.0 34.6 5.0 0.3 33.8 0.3 6.0 20.0 12.955 0.33 No5
左 紙 紙パック 526 55.5 26.0 3.7 0.2 25.4 0.2 4.5 40.0 9.088 0.30 No6
紙製容器包装 7.840 46.2 21.8 3.1 0.2 2一.1 0.2 3.8 50.0 7.155 0.32 No7
生物由来 厨芥 28.704 12.7 6.4 0.9 0.4 5.0 0.0 2.3 85.0 444 0.74 No1
有機性 草木 2.078 58.2 28.9 3.8 1,2 24.1 0.2 1.9 40.0 10.296 0.26 No24
廃棄物 紙 13,437 52.5 24.6 3.5 0.2 24.0 0.2 4.3 43.2 8.474 0.35 No2-4.8
その他 布類 1.830 77.2 39.3 5.2 1.6 30.9 0.2 2.8 20.0 15.165 0.22 No9
事業系ごみ 20.7 3.1 0.3 147 0.3

































家庭系ごみr 自治体 資靴 帥物 ｢ 再鮎化
'容酌装'i 収♯ 舶 書芸芸,; -榊所家庭系ごみ! 自治体 Jt終(その他) I ばいじん処理物 処分qB
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グループ 全1快却 (Rグループ) プ)
シナリオ 8 R- R- R-R Llsl Ms2 Mm RL R｣ R1-R■ Msl Ms2 Mm
tEk至み 管Sち+ ガラス tA8 ■■化 半溝化
金4
プラ又チック PETボトル
プラ容包 妓坤生物由来■■It束事物 研芥JF本紙 放却その他
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栽 536に各ソナリオのマテリアルフロー を示す｡容器包張廃典物の分別収躯虫はソナリオ Fその場合ご
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ため 12千円弱と大きくコスト減となる｡シナリオ R'はンナリオ Rより焼却虫は多いが､プラ容包のサーマルリ


















































Lpj復により発電による COAu,回収効果が現れるためであるoシナリオ Rで はプラ容包が焼却されるため約
230kgとシナリオ Rに比べて COJ排出量が多い｡これにメタン発酵処理を組み合わせたシナリオ Rl-Msl､
R､-Ms2､Rl-Mmでは200kg前後に減少するo
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B R R-MsIR-Ms2 R-Mm R' Rl-MsIR'-Ms2R-Mm
図 5.3.10原油価格およびco2単価の変動による合計コストの評価
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1) 間欠運転炉においてはバーナ ㌢勲による起動時の発生抑制､埋火運転を行わないことによる停 1上時
のダイオキシン類発生朝滞りが確認されたC
2) 定常運転時の燃焼改善がダイオキシン類総排出量抑制に最も寄与が高いことも確認された,
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